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ス テ ン ド グ ラ ス 法

一 自尊感情と仲間意識を育む最適な方法 の導入 -

小山内 賓
*

･ 河 口 恭子
* *

･ 馬場佐和子
* * *

筆者 らは ､ 識者が こ ぞ っ て 指摘す る ､ 最近 の 子 ど もた ち の ｢ 生 き 生 き と した現実 と の 接触 の 希薄 化｣ と い う変

貌ぶ り に 対抗す る 手段と して ､ か つ 続け ざま に 小山内が提唱 して い る ､ フ ァ ー ム の 精神 を､ 具体的に示す 方法 と

して 開発 した､ ス テ ン ド グラ ス 法 を紹介し た｡ こ の 方法の 特徴 は､ ク レ ヨ ン を使 え る小 さ なj
'
･

どもか ら大人ま で､

適用 で き ､ ｢ ｢二手 ･ 下 手｣ の 問題が
一 切出て こ な い こ と で あ る｡ 作業の 手順 は､ 二 人

一 組 に な り ､ 異 な る色 で 画

用 紙に
一

つ の 枠を つ け 幾 つ か の マ ス 目を 二 人で 作り､ で き る だ け たく さ ん の 色 を使 い ､ 色彩 だ け か ら な る絵 (塞

本画) に 仕上 げ る だ け で あ る｡ こ の 方法 の 体験者 は､ や り 方は シ ン プ ル なの に ､ 効 果は､ ｢ 枠 と マ ス 目 を作 っ て

楽 しい｣ ｢ 塗色 して 楽 しい｣ ｢ 見て 楽 しい｣ の 二拍 f
･

揃 っ て の 情動 の 動 き と驚く ほ どの キ レ イ な絵 か 出来 上が る こ

とを 指摘す るo 基本 画を デ ジタ ル カ メ ラ や携帯電話の 撮影機能 を 用 い て 画像 に す る と､ 今度 は ス テ ン ドグ ラ ス そ

の もの が 顕現す る｡

キ
ー

ワ
ー

ド : ス テ ン ド グラ ス法 ､ 色だ け の 絵 ､
ク レ ッ シ エ ン ド体験､ 自尊感情 と仲間意識

1
.
は じめ に : 本法開発の幾 つ かの 背景

最初に ､ さ しあたり ｢ 色の絵｣ ある い は ｢ 色だけ の絵｣

と呼ん で 良い ､
ス テ ン ドグ ラ ス 法 ( 以下場合に よ っ て は

s G 法 な い し本法と略記する) を小山内 ( 以下必要に応

じて 筆者と記す) が考案し開発 ( 200 6) す る に 至 っ た､

動機な い し背景を二 ､
三

､ 述 べ て お きた い ｡

そ の 前 に ､ S G 法 の特徴を ごく ごく簡単に触れ て おく

の が本論文全体の 理解の 近道に なりうるだ ろう｡ と い う

の も
､
絵画療法に親しんだ こと の ある人た ちに は ､ 酒木

保 ･ 小山内賓の ｢黄黒交互 彩色法 ( y B 法)｣ や 中里均

の ｢交互色彩分割法｣ の 本法と の 外見上 の 類似点を指摘

する こ とは容易な こ と で あろう｡ しか し､ S G 法 は､ 本

論考を辿 っ て い くと次第に明確にな っ て く こ とだが ､ 治 -

療的介入を目的と した上記の 2 方法とは ､
全く異なる特

徴を持 っ て い る ｡ 例 えば ､ 中里 に 向け られ た批判 ､
｢ 中

里 の 方法は (病者の) 感情的なもの が どれだ け入 っ て い

るか分か らな い 描画法で ある｣ や ｢ 侵襲性の 可能性があ

る｣ ( こ れ ら の 批判は中里 が自身そ の論文で 紹介 して い

る 内容で ある) と は全く逆に ､
S G 法 の 体験者 ( 小学低

学年生か ら大学生 ､ 更 に は､ 現職の 教師ま で) は､ 例外

なく､ ｢ 楽 し い｣ ､ ｢ 気持ちが い い｣ ､ ｢ 何 だかうれし い｣ ､

な ど と彩色中や彩色後に ニ コ ニ コ して 彩色 (色彩で はな

い) の 感想を述 べ あう の で ある ｡ 本法の こ う した特徴で

ある､ 彩色中に あるい は塗色後に､ 心 に浮かん でくる様 々

な情動の 動き を
一

括 して ､ 我 々 は ､
"

ク レ ッ シ エ ン ド体

* 三 重大学教育学部附属教育実践総合セ ン タ
ー

* * 伊勢市TL 東大淀小学校
* 辛 * 伊勢市立 御薗小学校

壁
' '

と 呼ん で おり､ 後 に項目を独立 に設け て詳論す る｡

ス テ ン ドグ ラ ス法開発の背景の
一 つ に は

､ 教育関係者

で あれば誰で もが注目して おり､ 小山内 ･ 玉 田 ( セ ンタ
ー

紀要 26 号) も子どもた ちの 描画の 徹底的分析を試みた ､

こ こ 10 年 ほど前か らの ､ 危供しな いわ け に はい かな い ､

驚く べ き､ 子 どもたちの変貌ぶ りがある｡ そ の後に も我々

の気分を暗冶とさせる新聞記事があ い つ い で い る｡ 例 え

ば
､
2 0 0 6 年 10 月 3 0 日 の 中日新聞は ､

4 歳 の女児が､ そ

れ ま で仲 の よか っ た女児 4 人に 陰湿 で執劫な い じめを受

ける よう に なり (教諭の 目の 届か な い トイ レ で) ､ 小学

3 年 に な っ た現在で も､ い じめられた瞬間の 経験が フ ラ ッ

シ ュ バ ッ ク して きたり､ 白傷行為が続い て い る
一

事例を ､

詳 しく紹介して い るし､ 同年 1 2 月号 の総合雑誌 ｢ 文要

春秋｣ で は､ 何 と､
"

3 歳児 の 学級崩壊
' '

の 現実を まざ

ま ざと伝え て い る｡ こ の子 どもたち の さま ざまな変貌ぶ

りを ｢ 生 き生 きとした現実との 接触の 希薄化｣ と呼ん で

お こう｡ ス テ ン ドグ ラ ス 法は､ こ う した子供たち の変貌

振り に対する括抗作用を強く発揮で きる可能性を確信 し

たから こ そ
､
我 々 は本論分の 副題の

一

部 に ､ 自尊感情を

亘を最適な方法とい う文言を入れた の で ある｡ 更 に追 い

討ちをかける様に ､ つ い 先日 20 0 7 年 1 1 月 1 6 日 の商業

新聞各紙は､ 教育面だ けで なく政治紙面をも動員して ､

｢ 学校 い じめ 1 2 万件､ い じめ の 定義変更で 昨年度の 6 倍

増! ｣ の 見出し の もと に ､
い じ め の深刻さを大 々 的に報

道して い る ｡ 本論分の 副題に ､ 仲間意識を育む方法とい

うキ
ー

ワ
ー ドを選択した理由の 背景には ､

こ う した現状

認識が ある ｡

もう
一 つ の 動機は､ 小山内 ･ 玉 田 ･ 河 口 が前回の 論文

( セ ン タ
ー

紀要第 27 号) で 取り上 げ､ 更 に ､ 筆者が 200 7
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小山内 宴 ･ 河 口 恭子 ･ 馬場佐和子

年 3 月 ､ 教育実践総合セ ンタ
ー

主催 の 第 10 回研究会の

特別講演で 提言した ､

"

フ ァ
ー

ム
"

の 精神を､ ス テ ン ド

グ ラ ス 法とい う具体的な方法で示す責務が筆者に はある｡

こ の 責務を本論文で 果し､ 画竜点晴を欠く こと に ならな

い よう に しなくて はなるま い ｡

更 に付け加えて おきた い こ とば､ 筆者が長年取り組ん

で きた絵画総合論の 中心 点の
一

つ に ､ 絵画法自体が どう

して も抱えざるを得な い難点がある｡ 各種 の絵画法はば

とんど全て の小 ･ 中学の 教育現場と大部分の 医療現場で

日常的に実践されて い る こ とば言うま で もな い ｡ その 最､

実施指導者の大きな悩み の
一

つ は､ 絵画法の大部分が宿

命的に抱えて い る､ 宿癖 ( し ゅくあ) と表現して 構わな

い
､ 完成された作品に不可避的に つ きまとう､ ｢ 上手

･ 下

手の 問題｣ で ある｡ 例えば ､ 松本は､ 子 どもの 心を育む

方法として ､ 優れた ｢ お絵かき遊び｣ を開発して い るが ､

｢ 上手 ･ 下手の 問題｣ を全く避ける訳にもいかず､ 子 ども

が自由に描い た絵が どれだ け自分の 気持ちを的確に表現

して いるかを勘案し､ 1 0 段階の ｢ ぴ っ たり度一表｣ を設

け､ 子 ども自身に評価 (具体的に は､ 当 て はまるぴ っ た

り度 の段階の 小枠に彩色す る) して もらう こと で ､ 何と

か､ こ の 間題をクリ ア
ー しよ うと苦心 して い る ｡ 因み に

松本自身の経験に よれば ､
ぴ っ た り度を低く評価した子

どもが ､ 描画終了後､ 自分 で そ の 作品をくし ゃくし ゃ に

して しま い ､ 再度挑戦する場面がみられた (｢ お絵かき遊

び｣ の 魅力 !) とい う｡ も ちろん､ 河 口 がその 実践を詳

細に報告して いるよう に ､ ｢ 上手
･ 下手 の 問題｣ を解決す

る方法がな い訳 で はな い ｡ しか し､ 河 口 の方法に は､ も

ちろん望ましい こ とだが ､ 実施指導者の かなりの根気と

情熱､ 生 徒の挑戦力 ( こ れとて も指導者が育む面が大き

い) が要請される｡ 我 々 の ス テ ン ドグ ラ ス法 には､ 本論

文で 何回か触れる こと にな るが ､ 不思議な こと に ､ こ の

｢ 上手 ･ 下手の 問題｣ は全く出て来な い の で ある｡

こ こ ま で ､ ス テ ン ドグ ラ ス法開発の動機ない し背景を

三点述 べ た｡ 早速､ 次 に本法の手順を紹介した い ｡

2 . ス テ ン ドグラ ス 法の基本画の手順

最初に こ の方法の基本 (塁杢些の製作法) を述 べ て お

く｡ こ の基本的製作法を
一

度試し て もらえば､ 後 は こ れ

を基本に した バ リ エ
ー シ ョ ン に自由に切り替えて構わな

い ( と い うより､ 何人か の小学生は､ 大学生 や現職の教

師に比較して ､ ず っ と自由に ､ 大胆 に ､ あ る い は勝手に

やり方を変え て い た! ) ｡

2 人 が
一 組 に なり

一

枚の 色 の絵を作る ことが基本で あ

る ことをまず し っ か りと教示して おく｡ 次 に本法の集団

に対し て効果を上 げる に は
一

定 の集団が必要となるが ､

8 人か ら 4 0 人位 の集団で良い だろう (8 人 とは､
一

人 の

指導者が集団内の力動 ( やりとり) を確実に把握できる

最大数で ある､ と い う集団療法の経験則が示す人数で あ

り
､
4 0 人 は本法の 経験の 繰り返 しが教え て くれた人数

で ある
､
だ か らと い っ て 4 0 人 に 固執する理 由は何もな

い) ｡ も ち ろん ､
た っ た 二人 一

組 だ けで も十分な効果が

見込める ことば､ 後に触れる S G 法経験者の 感想文には っ

きりと記され て い る｡

色絵制作の ペ ア に なる 2 人 の位置関係｡ 机 の形状と大

きさを考えて ､ 横並び法と対面法､ 両方を試み てみたが ､

どち ら の方法に も問題がなか っ た｡

用意する画用紙の大きさ｡ 二 人
一

組 の場合は八 つ 切 -

坐 が適当 (3
- 4 人が

一

組 に なる場合はそれ に応じた大き

さ の 四 つ切 で良 いだろう) ｡ 次 に用 いるク レ ヨ ン ( パ ス テ

ル で も同じ) ｡
一

箱の ク レ ヨ ンを 2 人で 用い るの が良い ｡

用意するク レ ヨ ンの 色彩の 種類は､ 『ク レ ヨ ン達! みんな

みんな集まれ !』 の気持ちで ( こ こで の教示は指導者が直

接声に出して 伝える ことが重要) ､ 赤､ 樫､ 黄､ 縁､ 育､

紫 ､ 茶､ 黒 ､ 灰色を基本として ､ これ らの 中間色が何色

か加わ っ て い れば ベ ス トだろう｡ だ か ら､ 市販 の 里二
_
哩

色入りのク レ ヨ ン セ ッ トで十分である｡ た だ し､ 自は で き

れば避けた い ( どうしても白色を塗りた い者 に は､ もちろ

んそうして 貰う ｡ そ の 場合､ 本人 に と っ て必然的な理由

が必ずあるからで ある) ｡ 白色を避ける理由は後に述 べ る｡

こ う した準備が整い ､ 生 徒たち に教示側の精神が十分伝

わ っ たと こ ろで
､ 本法を進めて いく手順を次に述 べ て いく｡

① 二人
一

組で の枠作り ( 図 1 参照 : ただ し､ 注意 いただ

きた い の は､ こ の 図 1 の 枠の
一

部 に みられる可能性の

ある茶色は枠で はなくて ､ 実 は､ 枠作りの説明の ため

の写真撮影時の背景紙の 色で あり､ 本来不要なもの で

ある ｡ だか ら ､ 本来 の枠は緑色と赤が作り出して い る

枠の 方で ある｡ 以下､ 図2
- 図6 も同様である)

ペ ア を組んだ 2 人 に それぞれ､ 自分 の好きな色の ク レ

ヨ ンを
一

本選ん で貰う｡ そ し て その 色を用い て 半分ず

つ の枠を描い て もらい ､ 全体で
一

本の枠 に して もらう｡

二 人 の うち､ どち らが先に半分枠を作るか ､ 話 し合 い

で もじゃ んけんで もよいから順番を決めて おくのが良い ｡

相手が枠を措い て い る時は こ ちらは それ を凝視し､ 相

手 の枠作りが終わ っ た ら今度は こ ちらが残り半分の 枠

を作り柏手に確認 して もらう｡ こ う し て ､ 二 つ の 半分

枠が
一

つ に 繋が っ て ､ 全体 で 二色 の
一

本の粋が で きあ

がる｡ 図 1 で は ペ ア の
一

方を①私 ( 緑色) ､ もう
一

方を

相手 ( 赤い 色) と して 示して ある ｡ こ の 段階で 重要な

ことは
､
二 つ ある ｡

一

つ は枠 の 幅を 6 - 8 m m 位 に す る

こ と で あり､ もう
一

つ は ､ 壁全墜を ､ 作品をはみ出す

かねな いギリギリ のと ころまで 塗色する こと である｡

②交互 に線 (直線 ･ 曲線 ･ ジ グザ グ線) を引き ､
マ ス 目

の 基を作る (図 2 参照)

こ の 線引きも､ ど ち らが先にするか決め て お い て 順番

に線を引き合い (交互法) ､ 途中から
一

緒 に ( 同時法)
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ス テ ン ドグ ラ ス法

共同で 行う の が良い ｡

③各自 5 - 6 本ず つ の線を引いたと ころで
､
二 人で線から

なる絵を眺め ､ 話 し合い でも っ と マ ス 目を増やした いと

いう こと になれば､ さら に線を引けば良い ｡ ( 図 3 参照)

④ マ ス 目の塗色作業を始める ( 図4 参照) ｡

もちろん､ どの マ ス 目から初め て も良い ｡ こ の作業も

最初､ 交互 に塗色し
､
途中から同時法に切り替え る｡

も ち ろん､ こ う した手順は厳守しなくて も構わ な い ｡

塗色で重要な の は
､
ど う して もで きやす い塗りむ らを

作らな い こ と で ある｡ 色の 絵として の 完成度は､ 塗り

むら の有無に大きく左右され るか らで ある｡

⑤作業の 続行､ ク レ ッ シ エ ン ド体験 (図 5 参照)

本法の要と断言して も良い ､ こ の 段階で最も重要なこ

とは､ 彩色自体ではなくて ､ む し ろ S G 法を行 っ て い る

当事者の心 の動き そ の も の で ある｡ 塗色に望ん で ､ 最

初 に どんな気持ちが湧き起こり､ そ れ が彩色す る に つ

れ て ､ どんな情動の段階を経て ､ 楽 しさ､ 嬉 しさ､ 自

信､ 達成感に変化して いくの か｡ ス テ ン ドグ ラ ス 法で

最も重要な特徴で ある､ S G 法実施者の こ の情動体験

を我 々 は､
"

ク レ ッ シ ュ ン ド体験
' '

と呼ん で い る こ とば

既に述 べ たが､ 作品そ の も の で はなく
､
作者が昼笹亘

るだけで 不可視の こ の情動体験 こ そ ､ ス テ ン ドグ ラ ス

法 の 真髄である ことば､ い くら強調 して も強調 し過ぎ

る こ とばな い ｡ こ こ に ､ 作品自体の 存在と生きて い る

当の 作者の 心 に沸き起こ りそ れが増大し分化して ゆく

情動を峻別し､ こ の描画中の情動体験を最重視する態

度は､ 小山内の絵画総合論のもう
一

つ の 中心点で ある｡

⑥s G 絵の 完成 (図 6 参照)

こ うし て ､ 枠作りの段階から､ 二 人
一

組 で取り組ん で

きた､ キ レ イな
一

枚 の S G 絵 が完成 した｡ ｢ キ レイ｣ ､

と表現した の は､ 完成作品を目に した S G 法体験者が

一

様 に 口 に す る の が､ ｢ キ レイ｣ と い う言葉だ っ た か

ら で ある｡ それ だ けで なく､ 自分で 措 いたもの で な い

の に
､
他人制作の 完成作品絵を見せ られただ けで ､ ほ

とん どの 者が ､
｢ キ レイ｣ ､ と 感じる こと ば､ 確認済み

で ある｡ だ か ら､ 次 に こ の S G一法体験の具体的内容を

つ ぶ さ に見て お こう｡

3 . ク レ ッ シ エ ン ド体験 : S G 法体験者の感想

と ころで
､
上 述 べ た手順に従 っ て塗色して い る過程中

に塗色者自身の心 に 浮かん でくる様 々 な ､
そ して変化し

て止まない ､ 本来不可視であるはず の情動の動きをどのよ

うにすれば､ 的確 に把握で きる のだろうか｡ S G 法体験者

の小学 2 生 ･ 5 年の 学童の ､
S G 法体験者の感想の 言語

表現は､ 素朴な内容の ､ ｢ 楽 しか っ た｣ ､ ｢ 嬉 しか っ た｣ ､

｢ 気持ちが良か っ た｣ に ほ ぼ集約される の で ､ 筆者は大学

生に感想文を書い て もら っ た ｡ こ の 大学生の感想文は､

小学生が 口 に した感想文の 内容を完全に網羅して いると

同時に ､ 小学生が恐らくは実感 はして い る の に適切に表

現化できなか っ た内容も含まれ て い る こ とは､ 既 に小学生

を対象に した指導者が確認済みである｡ 以下 の感想文は､

2 0 0 6 年 6 月前期から 200 7 後期 の , 三 重大学 ･ 教育学部

生が受講した教育臨床 (小山内担当) の授業中 (3 コ マ) ､

S G 法 を経験した者､ 計 1 12 名の 感想文から拾 っ た もの で

ある｡ い ず れも､ S G 法施行の次週に ､ 黒板に張り出した

作品群を目の前に して ､ か つ S G 法施 工 中の学生 の様子

をビデオ放映しながら､ 自由 に書 い て もら っ たもの で ある｡

こ の 1 1 2 名 の感想文には､ 類似した内容が多数見られた

の で ､ こ こ で はそ の うち､ 典型例を 2 文紹介し､ そ れ に加

えるかたちで ､ 典型例には収まりきれな い独自の感想と指

摘を羅列する ことに した｡ 紹介す る文章は､ 明 らかな誤

字を訂正 した以外には
､ 原文そ のままに してある｡

① ペ ア の相手が初対面の人の感想

｢ 相手が初対面の人な の で ､ 最初少し緊張した｡ し

かし相手も少 し太めの枠 に してくれた の で ､ 線 が引き

やすくなり
､ 気持ちが楽にな っ て き た｡ 塗 っ て い る う

ちに
､
『もつ とキ レイ に した い な』 と思う様になり､ 更

に マ ス 目が どん どん塗られ て い くに 従 っ て 楽しい 気持

ちに 変わり､ 絵全体を何回か見渡し､ 配色を考える様

にな っ た｡ 初対面な の に ､ そ の相手と ｢ こ こ はア ク セ

ン トに なるよう に濃い色 にしようか｣ ､ ｢ うん うん､ や っ

ぱ りそ の色を持 っ てくると､ 引き締まりますね｣ ､ ｢ や っ

ぱり､ こ こ の マ ス 目は赤と黒に挟まれて い るか ら
､
ピ

ン ク で 決まりです よね｣ と かと､ 相談しあう気持ちと

共感の気持ちがお互 い に 沸い て きた ｡ 最後に は､ 自分

達の持ち味がず い ぶ んキ レイ に表現で きたと思 っ た｡｣

②相手が知人 ( コ
-

ろが同じ､ 部仲間な ど) の 感想文

｢ まず最初にク レ ヨ ン を手 に した の が久しぶりだ っ

た の で ど こ か懐か しく､ 真 っ 白な画用紙を目の 前に し

て 何か ワク ワク しま した｡ 二 人で 措く枠を濃く塗 っ た

ら何か安心 しま した｡ 相手の 人が措い た枠と私の 描い

た枠とが繋が っ た時､ 何かうれ しか っ た で す｡ 最初の

一

本目の線を描いた時と､ 初め て相手の人の線とが交 っ

た線を措い た時､ 『こ れ で い い の か なあ - 』 と少し不

安に なりま した｡ だ け ど､ どん どん色を変え て マ ス を

塗 っ て い っ た ら､ だ ん だんキ レイ に見え てき て うれ し

か っ た で す｡ 途中で色が混ざ っ て濁 っ た色 の マ ス が で

きた時は ｢ あ あ､ ダ メ だ｣ と思 っ て し ま い ましたが
､

全部 の マ ス を塗りき っ た時は､ 最初あ っ た不安や緊張

はど こ か に行 っ ち ゃ っ て ､ と て も気持ちがよく
､ 満足

が で き､ 自信 の持 て るす ごくキ レイ な絵が で きあがり

ました｡ 描 い て い る途中で相手の人が私の塗 っ た マ ス

をさ して ｢ こ の 色､ キ レイやなあ｣ と言 っ てくれた時､

うれ しか っ た で す｡ 周 りの 人達の描いた作品を見ると､

自分達の とはぜんぜん違 っ た色合い で ､ そ れ が どれ も
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これ も全部す ごくキ レイ で ､ 私自身が と っ て も良い 気

分に なりま した ｡ と に かく､ 友達と ひ と つ の 作品を作

れ て 最後ま で 楽しか っ た で す ｡｣

③ : ① と② に は表現され て なか っ た他の 感想

･ 二 人 で
一

枚の 風景画を措くこと になれば ､ 描画自体 ､

抵抗が ある はず ｡ S G 法 に は そ れが全くない ｡

･ 他の 人た ちの どの 作品と比 べ て み て も上手､ 下手がな

い こ とが良く分か っ た｡

･ 自分で は､ で き るだ けたくさん の 色彩を用い たと思 っ

て い たが ､ 完成作品を見みる と､ 結構偏 っ た色彩画

( ピ ン ク を主と した暖色系) に な っ て い た こ と に驚 い

た｡

･

何か作品を作ると い う感じがぜんぜんなくて ､ 塗 っ て

い る う ち に自然と絵が で き て い た｡

･ s G 法 をや っ て い た時の 気持ちは ほとん ど
"

無心
' '

で ､

相手 の友達とわ いわ いがやがや ､ い っ ぱ い ､ 仲良くし ゃ

べ りながら出来ま した｡

･ 塗 っ て い る間｢ どん な絵に なる の だろう｣ と め っ ち ゃ期

待しま した｡ 完成ま で の 過程がす ごく楽 しか っ た｡

･ 塗 っ て い る ときは ､ き っ と､ 幼稚園児と全く変わらな

い気持ちで 描い て い たと思う｡

･ 完成した絵を上下左右を自由に動か して みたら､ そ の

た び に別の 色絵 に変化 して みえた の が､ 面白か っ た｡

･ 全て の マ ス に色を塗り終えた時､ 何 だか楽 しくて嬉 し

くて 何とも言えな い気持ちに な っ た｡

･ 誰 に も じ ゃ まされず自由に で きると い う こと で心 の安

らぎがえられま した｡ ま た､ 自分は普通の絵画だと十

色以下しか使用しな い傾向があるが､ こ の方法は色を

全部使うの で面白か っ た｡

･ 2 人で 塗 っ た こ と で ､ 相手と の やり取りが あ っ て ､ こ

の やり取りに乗 っ か っ て ､ 最後に は 2 人 で
一 つ の 作品

を完成させたと いう ことを､ す ごく気持ち良く感じた｡

･ 完成された絵画が､ 意外 に キ レイな の に は､ 正直驚い

た｡ 線を引い て楽しい ､ 塗 っ て 楽しい ､ 見て楽し い の ､

三 拍子揃 っ て る方法だと感 じま した｡

･ 作業開始から､ 最終過程に近づ けば近づくほ どだんだ

ん塗色が楽 しくな っ て い たよう に感 じました｡

･ 自分が教師にな っ た ら､ 誰 に で もで きる こ の S G 法 を

是非とも子供達に試みた い ｡

･ 相手が､ 自分 の予期し て い た の とは異なる色を塗る こ

とがあり､ そ れ がまた素晴らし い の で ､ 不思議な感覚

を覚えると同時に ､ 感性が触れ合 っ た感じがしました｡

･ 途 中で も､ 完成し てか ら で も､ 絵 の
一

部 の形が蝶 々 や

- - トの 形 に見えたり､ 仮面 ライ ダ
ー

の 顔 そ っ く り に

見える ことがありました｡ こ の体験は､ み え る世界が

無限に ､ 変化 ･ 拡大され て いく こ と で あり､ た っ た
一

枚 の色絵の奥深さを知りました｡

･ 黒や茶色は単独だと暗い感じがす る こ とが あるが ､ 明

る い 色と 一

緒に なると ､
絵全体の ア ク セ ン トに な っ て

い て ､ 調度の い い 感じで す｡ ス テ ン ドグ ラ ス法は､ 人

に 例え て言えば ､ ｢ 周り の人と違 っ て い て もい い ん だ

よ､ そ れ が大切な ことなんだよ｣ と暗に教え てくれ て

い る気が しま した｡ 自分達の作品をじ っ と見て い たら､

何か魔物が住ん で い そ うな感 じの ス ト
ー リ ー が浮かん

で きま した｡

･
一

人
一

人の個性が輝く､ 感動 ･ 達成感 ･ 友情の粋をし っ

かりと感 じ､ 人間と して の大切な授業で した｡

･ 要す る に こ の方法は､ やり方は全くはシ ンプ ル な の に ､

で き た絵は､ 独創的で芸術的な傑作を生む方法だ｡

4 . 考 察

1 . 色 と情動､ 色だ けの 絵

筆者は､ 1 .
は じめ に の 冒頭で ､ ス テ ン ドグ ラ ス法を､

さ しあたり ｢ 色の絵｣ あ る い は ｢ 色だけ の絵｣ と呼ん で

構わな いと述 べ て おい た｡ さ しあたり､ と表現したの は､

実 は ､ どん な に 色だ けを重視 しよう とも､ ｢ か た ちの 問

題｣ は､ 表現 の領域全て に お い て ､ 完全 に は払拭で きな

い か らで あ る｡ S G 法も例外で はな い ｡ こ の こ とは ､ 既

に学生の感想文に は っ きりと表明され て い た｡

しか し
､
｢ か た ち の 問題｣ は､ こ こ ま で の S G 法 に関

する記述が示して い るよう に ､ か なり の程度ま で無視し

て ｢ 色だけ の絵｣ と呼べ るもの の製作が可能なこ とも事

実で ある ｡ そ れ ど こ ろか ､ 作品 2 ､ 作品 3 ､ を 見て 貰え

ば直ち に分かるよう に ､ ｢ 色だ けの絵｣ が直ち に ｢ 色とか

たち の絵｣ に変身し､ 作品自体の豊かさを増して ゆくこ

とが で きる｡ 作品 2 は､ 小学五年がみずか ら工夫して 粁

と いう漢字の かた ちに並 べ変えたもの で あり､ 作品 3 は､

小学 2 年 の 子 どもた ちが 基本画を適当 に切 っ た紙片を

｢恐竜たち｣ の 完全なかた ち に転換 して い る ｡ だ か ら ､

我 々 は､ ｢ か た ちの 問題｣ を決 して軽視は して い な い ｡

そ の場合､ 何故最初に ｢色 の絵｣ な の か ｡ 決 して 度外

視する こ との で きな い
､
｢ 上手 ･ 下手が で な い｣ か ら ､

と か
､
｢ や っ て み て ､ 楽 し い ､ 元気が で る｣ か らとか の

表面的な理由か らだけ で はな い｡ 既 に
一

部触れたよう に ､

筆者が重要視す る の は､ 表面的な理由の底にあ っ て か つ

そ れ を支え て い る､ 作品製作者の製作中の ､ 他な らぬ 情

動の動きそ の もの で ある｡ シ ン プ ル な色彩同士が ダ ン ス

し て い るよう な絵を生み出し､ わず か三年の 短期間に
一

世 を風摩した､ 例 の フ ォ ー ビ ズ ム ( 野獣派) の 巨匠, ア

ンリ ･ マ テ ィ ス も こ の傾向の 激烈な画家で あ っ た｡ 彼は､

こ う述 べ て い る｡ ｢ 私 は色彩を自然の写 しとし て で はな

く自分の 感動の表現手段として 使 っ た の で す｣ ｡ し か し､

マ テ ィ ス も晩年､ 切 り絵作家に転向した後も､ 形に こ だ

わ る姿勢はくず せなか っ た ｡ だ か ら ､ 筆者 の 開発した

s G 法 の 精神を マ テ ィ ス の 言葉をその まま使 っ て ､ 正 確
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に表現すれば ､
｢ 私 は色彩の み を情動の 表現手段とし て

試みた の で す｣ と い う こ と に な ろう｡ こ れ が､ ｢ 色 だけ

の 絵｣ の 存在理由で ある｡

2
. 製作者 の特性 : ｢ お のずか ら｣ と ｢ みずか ら｣

こ の S G 法 の 作者は
一

体誰な の か ｡ こ う ､ 質問を投げ

か けると､ た だ ち に ､ ｢ 2 人 で 塗色し て
一

枚 の絵を完成

させた の だから､ 当然､ 作者は塗色した 2 人 に決ま っ て

い る で はな い か｣ と い う回答が帰 っ てくる こ とが ､ 予想

される｡ 果 たし て それほ ど簡単な ことな の だろうか ｡ こ

こ で ､ 再 び S G 法 の製作過程に従 っ て
､ 最初か らの ､ 心

の動き､ 情動 の動きを つ ぶ さ にた ど っ て み よう｡ す る と､

分 かる ことは､ 相手が塗色した色に触発され て ､ 自分が

塗ろうと決めて い た筈の 色が自然に ある い は突然に他の

色 へ の変更を余儀なくされたり､ あ る い は逆 に ､ む し ろ

自分が塗色しよう と心密か に決め て い た色が ､
こ こ の マ

ス目は こ の 色しかな い とい う絶対の 確信と自信に支えら

れ､ 塗色 の色種が
一

義的に 決断される こともある｡ 実 は､

周りの 人間に は､ 2 人 の合議 に よ っ て 塗る べ き マ ス 目の

色が決ま っ た よう に みえ て も､ こ の 2 人 の情動の動きを

虚心坦懐に 追えば､ 十全 に は把握で きな い ､ 複雑怪奇に

展開して い る情動の動き の実情に直面する こと に なる の

で はな い だ ろうか ｡ だ か ら､ S G 法 は､ ｢ み ず か ら｣ 塗

色 して よう に見え て も､ 実 は相手の情動の動きも巻き込

ん で ､ ｢ お の ず から｣ 作品が出来て 来ると い う側面は ､

決 して無視で きな い こ と に なる｡ 更 に こ こ に是非とも付

け加え て置きた い ､ 稀 に みられる現象に ､ 私 と相手との

区別が
一

瞬全くなくなり ( 区別され た私と相手が
一

緒 に

何かする と い う意味で は決 して な い) ､ 私 と相手が､ 奇

妙な言い 回し で あるが､ い わ ば､ 融合して まる で
一

人 で

塗色作業をし て い るよう な体験も報告され て い る ｡ 筆者

は こ の現象を､ 双数的
一

人称 (外か らみる と人間が 2 人

い る の に ､ 心 は完全に ひ と つ の も の) と呼ん で お こう ｡

3 .

"

フ ァ
ー ム

"

の 内実と して の S G 法

既 に 公言したよう に ､
"

フ ァ
ー ム

' '

の 精神は
､
何 より

もまず ､ 子供た ちの 心を ､ 樹木を し っ か りと地面に植え

つ けるよう に
､
安定させる こと にあ っ た｡ 我 々 の絵画法

で は､ その 矛先はさ しあた り絵画法の ア セ ス メ ン ト機能

に 向けられ､ こ れ に括抗させ る目的で 統合型 H T P 法 を

い わ ば H
､
T ､ P に ば ら ばら に し､ 自由度を最大限保障

す る､ H T P ア イ テ ム選択法を試みた ｡ 結果は既に発表

済み で あるが ､
｢ もの の作りが頑丈で強くが っ ち りし て

い て
､
つ ぶ れ たり､ 曲が っ たり､ 折 れたり しな い｣ 子供

た ちの 変化が確認で きた ｡ S G 法 と の類縁性の 所以で あ

る ｡

4 . 白色をできれば ,
避けた い こ と

こ れま で の と こ ろ､ 筆者は小学生から大学生 ･ 現職 の

教師の S G 法 を数百枚見た｡ そ の 中 に マ ス 目を白色で 塗

色して あ っ た絵は三名だけ で あ っ た｡ 白色 の マ ス は､ 塗

り残しの マ ス目 に見られる恐れが多分にあるからだろう｡

5
.
ス テ ン ドグラ ス の 顕現

こ こ ま で
､
S G 法 に つ い て基本画の 作成を軸に論じ て

きたが ､ 実 は､ 極め て 簡便な最後の 作業が浅 っ て い る｡

基本画を デジカ メ や携帯電話の写真撮影機能を用い て写

真に撮り､ そ の写真画像を基本画と比較 して みる こと で

ある ｡ そ の 画像は､ 基本画よりも数段キ レイな ス テ ン ド

グラ ス そ の もの と して顕現 して来る｡

6
. おわりに

最初に本法開発の背景で触れたよう に ､ そ の解決に は

あまりに も巨大な壁が聾え立 っ て い る､ 子供たち の ｢ 生

き生きとした現実との接触の希薄化｣ と い う最近の変貌

ぶりで ある｡ 手 を こ まね い て い るわけ に は いかな い ｡ 本

法 の更なる発展 ･ 進化が強く要請され る所以で あ る｡
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図1 : 二 人 一 組 で の 枠作り

図 2 : 交互 に繰 を 引き マ ス 目の 基を作 る

園 3 : マ ス 目作り の 完成園 (績だ け の 絵)

園4 : 彩 色 (塗 色) 作業開始

固5 : 作業 の監行 ( ク レ ッ シ エ ン ド体褒)

図6 ( 作品 1) : S G 絵 (基本画) の 完成

作品2 : 色か ら か た ち へ そ の 1

作品3 : 色か ら か た ち へ そ の 2


